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●平成15年度決算報告

●おもちゃのまち駅西□電線地中化完成

●第フ口壬生町中学生海外派遣事業

●第29口壬生町交通安全町民大会

●アンケートヘの口唇－その５－

10～13

14～15

16～17
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ち。雨にもかかわらず訪れた１万５千人で、イペン

ト会場周辺は大変な盛り上がりを見せました。

　　　　　　　　　　　　　　　　(関連記事８頁)
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１

００億５２６万９千円
　町では、町民の皆さんに町の財政がどのようになっているか
を知っていただくために、財政状況を公表しています。

　今回は、皆さんからお預かりした、税金等のお金がどのよう
に使われ、利用されたのかを知ることができる決算についてご

報告いたします。

歳入の内訳

地方消費税交付金

　3億4,253万6千円

　　　繰越金

　4億7,598万8千円

　　県支出金

　5億2,367万7千円

　国庫支出金

　　5億5,720万円

　　　町債

　　6億2,040万円

歳入の内訳
(財源区分別)

地方消費税交付金

国庫支出金

町債

地方交付税

合計　105億79万円

喫財礁郷懲芦ｆ・他9億159万7千円

　地方交付税

23億3,221万5千円

モ八{首び負担金

1.8地方特例交付金　　1.6

1.2利子割交付金　　　0.4

0.4交通安全対策特別交付金0.1

町税

繰越金

使用料及び手数料
諸収入　1.1

財産収入0.0

●自主財源　地方公共団体が自主的に収入しうる財源。

●依存財源　国・県の意志により定められた額を交付されたり、割り当

　　　　　　てられたりする収入のこと。

　収入にしめる自主財源の割合が大きいほど、その団体の財政運営の自

主性・安定性が確保されます。
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円

認暦　一般会計決算額

暉の)湘匍剛斟滴滴吻,て脈動の)が

町民一人当たりが

　負担した町税

　　　　　　(単位:円)

区

分

一世帯当たりの

負　担　額

　謳

一人当たりの

負　担　額
　り

町
民
税

134,255 45,438

固
定
資
産
税

157,541 53,319

軽
自
動
車
税

3,359 1,137

町
た

ば
－C_
税

16,864 5,708

7,450

都
市
計
画
税

22,011

計 334,030 113,052

H 1 6. 3.31現在

住基人口

13,474世帯

39,811人

歳出の内訳

　農林水産業費

3億7,826万1千円

　　消防費

5億7,070万9千円

　　衛生費

10億8,331万

　　公債費

11億1,622万

合計　100億526万９千円

　　教育費

12億2,458万8千円

歳出の内訳（性質別経費）

並木杉　１乞ｒ一声晨眉翻姦高森，
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　　建物

125,107.63�

/　　　　　｜ﾌﾟ

出資金　5,086万7千円
　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　土地　　　　　壬生町施設振興公社出損金　｜

1,331,338.2囲／　栃木県信用保証協会ﾂ崇ﾚｊ

　　総務費

14億2,794万7千円

　　基金41億4,543万3千円

　(主な基金)

財政調整基金　9ｲ意196万4千円

減債基金　　　4億1,570万4千円

庁舎建設基金13億2,554万8千円
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10年度

一般会計決算額の推移

11年度

10,547

12年度 13年度

10,154

14年度

一般会計地方債現在高の推移
9,697,173

11年度

9,079,373

12年度

8,204,983

13年度

7,840,582

14年度

町民一人当たりの一般会計地方債現在高

245,027

11年度

228,314

12年度

205,979

13年度

196,896

14年度

10,005

15年度

(単位：百万円)

(単位：千円)

7,562,707

15年度

189,965

15年度

(単位：円)

　県内市町村で比較してみると、49市町村中、地方債現在高は多い方から19番目であります。一人当た

りの現在高は少ない方から２番目であります。

※ただし、一人当たりの人口は平成15年３月の住民基本台帳による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４



●主な財政分析指標

項　　目 平成15年度 説　　　　　　明

財政力

指　　数
0.653

　財政力指数が「１」に近いほど財源に

余裕があり、「１」を超えると地方交付

税の不交付団体となります。

　平成15年度決算時では、県内で28番目

となっています。

経常収支

比　　率
83.3

　団体の財政構造の弾力性を測定する比

率として使われ、適正水準は、一般に70

～80％と考えられています。

　平成15年度の県平均は、83.6％となって

います。

公債費

比　　率
11.5

　地方債を借り入れた場合、毎年元金と

利息の支払いが必要になります。これを

公債費といい、この公債費の一般財源に

占める割合を公債費比率と言います。

　平成Ｈ年度と比較して、0.8ポイント増

加しています。

起債制限

比　　率
5.2

　地方債の許可に係る指標のひとつで、

20％を超えると、その超える段階ごとに

起債が制限されます。平成15年度県内で
２番目に低い数値を示しています。

　平成15年度の県平均は9.2％となってい

ます。

（地方債現在高（平成15年度末現在））

義務教育施設整備事業債

　　8億6,977万円

財源対策債

　　8億4,748万1千円

臨時財政対策債

　　6億5,901万4千円
減税補てん債

　　6億2,382万7千円

その他
　　3億3,960万3千円

･:万:7゛…………y……………白:………y｀.……………………゛
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会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 繰　越　金

国民健康保険特別会計 34億3,975万2千円 33億1,806万7千円 1億2,168万5千円

公共下水道事業特別会計 14億954万円 13億9,586万1千円 1,367万9千円

奨学資金特別会計 220万8千円 184万円 36万8千円

老人保健事業特別会計 30億7,546万9千円 29億9,055万1千円 8,491万8千円

介護保険事業特別会計 12億3,024万8千円 12億1,842万1千円 1,182万7千円

農業集落排水事業特別会計 2億245万円 1億9,394万8千円 850万2千円

水
道
事
業
会
計

収益的収入

5億5,372万円

収益的支出

5億7,829万紆円

特別損失

　487万円

当年度純損失

　2,944万9千円

資本的収入

2億195万1千円

　資本的支出

4億2,436万汗円

※収支不足額

2億2,241万2千円

※

５

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定

留保資金及び、当年度分消費税資本的収支調整額で補てんしました。
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・松くい虫防除事業　　　　　　　　　　4,095千円

・平地林保全対策事業　　　　　　　　　5,275千円

　　わんぱく睦っ子の森，わんぱく北っ子の森管理委託料等

・都市と農村の交流促進事業　　　　　　2,849千円

・担い手規模拡大推進事業　　　　　　　　747千円

　　利用権設定により規模拡大を目指す担い手農家

　　に奨励金を交付

・畜産振興総合事業

　　新藤井畜産環境保全組合に助成

・町単独農道整備事業

　商工費

・商工団体経営維持発展強化事業

・商工業団体活動強化事業

・小学校教員助手配置事業（教員助手10人）　　22､445千円

・小学校施設改修等工事　　　　　　　28､124千円

　　藤井小集落排水切替工事、壬生東小北校舎等耐

　　震診断業務委託等

・情報教育推進事業（小学校）　　　　42､332千円

　　学習用パソコン購入、パソコン賃借料、保守点

　　検委託料等

39,055千円　　・中学校教員助手配置事業（教員助手2人）

　　　　　　　　・中学校施設改修等工事

6,152千円

12,285千円

15,700千円

商品券発行事業、蘭学通りまつり、総合産業祭り等に助成

　　　　　　ＩＩＩ･，　．　　　，　　．=‘　＼
　　　　　　ｙ　･=-……-----…………,|　／
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・中小企業融資制度事業

・企業立地奨励補助事業

・観光協会補助事業

・しののめ花まつり開催事業

・おもちや博物館維持管理事業

　　入館者119,016人

・おもちや博物館施設整備事業

63,000千円

3,930千円

6,000千円

10,000千円

　6,953千円

10,555千円

　　おもちや博物館増築工事設計業務委託，ベビー

　　ケアシステム取付工事

汗土木費

・町道管理事業　　　　　　　　　　　16,084千円

・町道修繕事業　　　　　　　　　　　23,908千円

・まちづくり総合支援事業本丸地区　　43,499千円

・壬生インター北通り　　　　　　　　　31,890千円

・一級町道９号線　　　　　　　　　　　96,180千円

・一級町道11号線　　　　　　　　　　　47,995千円

・一級町道３号線　　　　　　　　　　104,709千円

・町単独道路整備事業　　　　　　　　300,740千円

・御里土地区画整理事業　　　　　　　30,029千円

・安塚駅西広場整備事業　　　　　　　34,110千円

・総合公園維持管理事業　　　　　　　39,146千円

・東雲公園維持管理事業　　　　　　　36,113千円

　　ふれあい交流館利用者42,535人

・東雲公園整備事業　　　　　　　　　　56,725千円

・総合公園整備事業　　　　　　　　　　11,063千円

・全町緑化推進事業　　　　　　　　　　9,993千円

・北関東自動車道休憩施設及び周辺開発整備事業　6,002千円

　　温泉源基礎調査業務委託等

・町営住宅改修等工事　　　　　　　　16,737千円

　　下台団地1号棟外装吹替及び屋上防水等工事，

　　ひばりケ丘団地簡易耐火住宅改修工事等

丿消防費

・石橋地区消防組合負担金　　　　　　473,442千円

・防火水槽整備事業　　　　　　　　　　9,775千円

　　下稲葉清水，下稲葉中ノ内地区

・コミュニティ消防センター建設事業　28,372千円

　　第１分団第３部，第３分団第５部

‘……=･j.1教育費

・外国語指導助手配置事業(外国語指導助手2人)9,175千円

4,604千円

76,009千円

　　南犬飼中旧体育館改修工事，壬生中校舎北側外

　　壁工事等

・情報教育推進事業（中学校）　　　　　8,579千円

　　学習用パソコン賃借料，保守点検委託料等

・マイ・チャレンジ推進事業　　　　　　2,199千円

・中学生国際交流推進事業　　　　　　　6,273千円

　　オーストラリアヘ20名派遣

・幼稚園就園奨励費補助事業　　　　　32,554千円

・すこやか子育て支援事業　　　　　　11,667千円

・みぶ・ホリデーアクションプラン事業　1,636千円

　　子ども遊び学び塾，心の教育出前講座，宿泊研

　　修，その他

・音楽鑑賞会開催等委託事業　　　　　40,377千円

　　クリスチャン・ツイメルマンピアノリサイタル，ハ

　　ンガリー国立フィルハーモニー管弦楽団，その他

・図書等購入事業　　　　　　　　　　　8,912千円

　　利用者数55,173入　貸出件数206,788点

　　15年度末現在の所蔵資料166,233点

・企画展等開催事業　　　　　　　　　　5,733千円

　　「壬生のサムライ太平洋を渡る」，［川本哲子一

　　Dolls］

・埋蔵文化財発掘調査事業　　　　　　　2,603千円

　　桃花原古墳発掘調査

・生涯学習館各種講座等開催事業　　　　3,339千円

　　親子ふれあい教室，ハーブ・ビーズ教室，その他

・情報通信技術ＯＴ）講習推進事業　2,927千円

　　ＩＴ基礎講習，ワード・エクセル講習，その他

・運動場維持管理事業　　　　　　　　　22,617千円

　　利用者数運動広場33,090人，テニスコート18,575

　　人，武道館10,118人，体育館18,640人，トレー

　　ニングルーム3,139人

・運動場改修等工事　　　　　　　　　　15,744千円

　　管理棟外部改修工事，非常用放送設備改修工事等

・ふれあいプール維持管理事業　　　　41,833千円

　　利用者数39,349人

・ふれあいプール改修等工事　　　　　13,156千円

　　アドベンチャースライダー内壁補修工事，流水

　　プール濾過横波材交換工事等

　災害復旧費

・農業用施設災害復旧事業　　　　　　　　452千円

　　藤井地区災害復旧工事

６



　平成15年度の主な事業実績

議会費
・議員研修事業
・議会だより発行事業年４回発行

　総務費
・広報発行事業
　　広報壬生毎月23日発行、

　　毎月８日・23日発行

・庁舎維持管理事業

・庁舎改修等工事

2,678千円

2,718千円

　　　　　15,568千円

広報みぶお知らせ版

　　庁舎３階議場等空調設備改修工事、

　　設工事等

・公用車購入事業

　　軽トラック１台購入

・第５次総合振興計画策定事業

・情報化推進事業

　　パソコン25台・プリンタ７台購入、

　　連経費、その他保守管理費等

・交通安全施設整備事業

　　道路反射鏡等設置

・おもちゃのまち駅自転車駐車場管理事業

・防犯灯維持管理事業

・防犯灯新設事業

・徴収嘱託員設置事業　嘱託員１名

・納税奨励事業

　　全期前納報償金、納税組合補助金

・固定資産税課税用資料整備事業

・衆議院議員総選挙費

､=民生費

28,023千円

26,892千円

議場照明増

　915千円

　4,445千円

52,874千円

ＬＧＷＡＮ関

4,512千円

9,580千円

9,173千円

2,485千円

1,740千円

35,680千円

6,809千円

15,827千円

・社会福祉協議会育成事業　　　　　　29,753千円

・敬老金支給事業（対象者3,162人）　　31,358千円

・老人保護措置事業（措置者数15人）　28,637千円

・高齢者家庭介護者助成事業（利用者266人）13,128千円

・紙おむつ給付事業（利用者445人）　　11,922千円

・シルバー人材センター育成事業　　　10,967千円

・外出支援サービス事業（利用者91人）　1,359千円

・寝具洗濯乾燥消毒事業（利用者90人）　1,528千円

・配食サービス事業（利用者188人）　　1,806千円

・生きがい活動支援通所事業　　　　　　4,861千円

　　富士見荘やふれあい交流館で，高齢者に対し日常の

　　動作訓練から趣味活動などを提供｡延利用者1,956人

・在宅介護支援事業　　　　　　　　　　2川3千円

　　実態把握延べ887件　介護予防プラン作成109件

・介護保険低所得者利用者負担対策事業

　　(対象者48人)

・富士見荘維持管理事業

　　(利用者4､113人)

・授産施設むつみの森維持管理事業

・重度心身障害者医療費助成事業

・身体障害者施設訓練等支援事業

・知的障害者施設訓練等支援事業

・民間保育園委託事業

　　ありんこ保育園、壬生寺保育園、

　　保育園に委託

７

・民間保育園運営費等補助事業　　　　　3､090千円

　　ありんこ保育園、壬生寺保育園、メリーランド

　　保育園に助成

・広域保育委託事業　　　　　　　　　　21､931千円

・特別保育事業等推進費補助事業　　　59､941千円

　　ありんこ保育園、壬生寺保育園、メリーランド

　　保育園に助成

・民間育児サービス対策補助事業　　　　2､277千円

　　さくらんぼ保育園、森の子保育園に助成

・放課後児童健全育成事業　　　　　　　8,712千円

　　メリーランド児童クラブ，どんぐり児童クラブ，壬

　　生寺児童クラブ，森の子児童クラブに委託

・児童手当扶助事業　　　　　　　　　117,887千円

・すこやか子育て支援事業（35入）　　　3,500千円

・幼児用補助装置購人費補助事業（197件）　2,865千円

・保育園整備計画策定事業　　　　　　　4,170千円

・乳幼児医療費助成事業　　　　　　　53,634千円

・妊産婦医療費助成事業　　　　　　　13,107千円

・障害見通園ホームドリームキッズ管理運営事業　3,613千円

　衛生費

・在宅当番医師委託事業　　　　　　　　2,040千円

・斎場負担金　　　　　　　　　　　　　　6,471千円

・健康ふくしまつり開催事業　　　　　　2,500千円

・予防接種事業　　　　　　　　　　　　35,504千円

　　（麻疹，風疹，三種混合，日本脳炎，インフルエンザ）
　　　　　　　－－　－･-
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・健康診査事業（基本健診，ガン検診等）　66,624千円

・母子健診事業　　　　　　　　　　　　　8,649千円

　　（乳幼児健診，幼児歯科健診，妊婦健診）

・ふれあいブックスタート支援事業　　　448千円

・墓園維持管理事業　　　　　　　　　　6,331千円

・環境保全対策事業　　　　　　　　　　7,074千円

　　河川水及び特定事業場排水分析，ゴルフ場農薬

　　環境影響調査等

・合併処理浄化槽設置補助事業（38基補助）16,062千円

・資源ごみ回収関係報償事業　　　　　　6,548千円

　　資源ごみ481 t，ベットボトル1,541,924本

・清掃センター維持管理事業　　　　　121,001千円

　　焼却施設用薬剤，燃料費購入等

・焼却施設運転管理業務委託事業　　　56,595千円

・ごみ収集及び運搬業務委託事業　　　98,494千円

・不燃・粗大ごみ等中間処理業務委託事業　　　昧048千円

・清掃センター排ガス処理施設整備事業　　42,525千円

　　焼却施設触媒反応塔内触媒交換工事

・環境センター維持管理事業

・浸出水処理施設運転管理委託事業

1,758千円　　・クリーンセンター維持管理事業

　　　　　　・し尿処理施設運転管理業務委託事業
　　2,231千円

　52,439千円

　47,041千円

　57,911千円

　160,893千円

　244,332千円

メリーランド

農林水産業費

・水田農業経営確立対策推進事業

H,017千円

16,485千円

44,051千円

25,725千円

4,552千円

転作等実施面積768.70ha、転作実施農家戸数1､155戸

・とちぎの園芸活性化対策事業

　　苗パイプハウス等に助成

・みぶ・アグリチャレンジャー支援事業

　　トラクター、トマト自動換気装置、

　　冷庫等の設備投資に助成

11,840千円

11,987千円

プレハブ予
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烈士ｄレバは

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
お
も
ち
ゃ
メ
ー

カ
ー
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
お
宝
鑑
定
や
町
内
保

育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
発
表
、

よ
さ
こ
い
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
か
ら
消
防
・

救
急
車
展
示
・
航
空
写
真
な
ど
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
模
擬
店
も
多
数
出
店
し
、
地

元
商
店
会
に
よ
る
抽
選
会
場
で
は
大
勢

の
人
が
列
を
つ
く
る
な
ど
、
あ
い
に
く

の
雨
模
様
に
も
関
わ
ら
ず
、
町
内
外
か

ら
訪
れ
た
約
１
万
５
千
人
の
家
族
連
れ

が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
一
日
中
賑
わ
い
を
見
せ
た
「
フ
ェ
ス

タ
・
ｍ
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
」
は
、
地
域
住

民
や
商
店
会
な
ど
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
が

一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

８



＠旅中嘸

に蜃い匯凍海域･ぐ

おもちゃのまち駅西口通り
y「

　
平
成
Ｈ
年
度
か
ら
県
で
整
備
を
進
め

て
き
た
、
県
道
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
停
車

場
線
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
西
口
か
ら

県
道
宇
都
宮
栃
木
線
ま
で
の
区
間
１
６

０
ｍ
）
で
電
線
類
の
地
中
化
か
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。

　
電
線
類
が
地
中
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
歩
道
の
拡
幅
及
び
歩
道
と
車
道
の

段
差
の
解
消
が
図
ら
れ
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
、
障
害
者
に
や
さ
し
い
道
路

空
間
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
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お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
地
下
道
に
は
、

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
が
で
き
た
当
時
の
古

い
写
真
か
ら
現
在
に
至
る
懐
か
し
い
写

真
が
掲
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
懐

か
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
当
た
り
募

集
し
ま
し
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
お
も
ち
ゃ

の
ま
ち
音
頭
の
入
賞
者
の
表
形
式
が
行

わ
れ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
最
優
秀
賞
に
は

加
藤
千
晶
さ
ん
（
緑
町
三
丁
目
）
が
、

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
音
頭
の
最
優
秀
賞
に

は
前
原
昇
さ
ん
（
幸
町
一
丁
目
）
が
受

賞
さ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

９
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ブルーマウンテンにて

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

　
　
　
　
現
地
中
学
生
と
交
流

　
壬
生
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
が
、
７
月
3
1
日
か
ら
８
月
８
日
の

９
日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
中
学
生
を
海
外
に
派
遣
し
、
現
地
で
の
生
活
や
現

地
中
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
外
国
語
に
よ
る
表
現
力
と
理
解
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
国
際
感
覚
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
と
国
際
交

流
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
ヘ
の
派
遣
事
業
に
参

加
し
た
、
中
学
２
年
生
2
8
名
か
ら
、
期
間
中
の
出
来
事
や
感
想
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
派
　
遺
　
団
　
員
　
（
敬
称
略
）

団
　
　
長
　
神
永
　
　
洪
（
南
犬
飼
中
学
校
教
頭
）

団
長
補
佐
　
青
木
　
順
子
（
壬
生
中
学
校
教
諭
）

団
　
　
員

白
石
紘
一
朗

安
納
　
　
司

中
村
　
雄
基

提
橋
　
都
人

君
島
　
天
資

毛
塚
　
資
天

大
島
　
隼
人

寺
内
　
達
也

長
　
あ
さ
み

青
木
　
久
恵

井
田
　
　
絢

鰹
沼
　
朱
美

中
島
　
悠
里

浅
井
　
珠
美

（
壬
生
中
）

（
　
″

（
　
″

八

　Z/

八

　ﾀﾌ

八

　μ

八

　μ

ら

　ﾀﾌ

ら

　夕/

-一一一一

11　11　11　11　11

手
塚
　
千
絵

鈴
木
　
加
純

武
関
　
麻
衣

粂
川
阿
希
乃

佐
藤
　
晴
香

菅
沼
　
千
尋

新
村
　
俊
和

野
日
英
里
奈

松
本
　
龍
馬

山
本
　
水
晶

豊
田
　
敦
史

佐
藤
　
春
樹

渡
辺
　
圭
美

藤
栄
沙
也
加

（
　
″
）

（
　
″
）

（
　
″
）

（
南
犬
飼
中
）

（
　
″
）

（
　
″
）

（
　
″
）

（
　
″
）

八

　7/

心

八

　μ

心

八

　μ

心

ら

　ﾌﾉ

心

八

　μ

心

八

　77

心

７出
　
　
発

７
月
3
1
日
、
晴
れ
。
猛
暑
の
中
、
町
体

育
館
に
て
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
バ
ス
に
乗
り
、
下
妻
を
経
て

午
後
５
時
4
5
分
、
成
田
空
港
に
到
着
。

そ
の
大
き
さ
広
さ
と
い
っ
た
ら
迷
い
そ

う
に
な
る
ほ
ど
。
空
港
の
中
に
は
お
土

産
屋
さ
ん
や
本
屋
、
電
気
屋
、
化
粧
品

屋
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
店
が
軒
を
連
ね

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
驚
き
だ
っ
た
の

が
、
お
食
事
屋
。
何
か
驚
き
か
と
い
う

と
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
が
空
港
に
！

（
普
通
の
店
も
あ
り
ま
す
が
）
と
に
か

く
空
港
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
私
た
ち
は
、
出
国
審
査
を
受

け
て
い
ざ
飛
行
機
へ
。
離
陸
の
時
な
ん

か
は
、
期
待
と
不
安
が
混
じ
っ
た
表
情

で
し
た
が
、
何
と
な
く
み
ん
な
に
元
気

が
戻
っ
て
き
た
の
は
、
そ
う
、
機
内
食
。

で
も
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
よ
う
で
す
…
。

飛
行
機
の
中
は
テ
レ
ビ
、
映
画
、
音
楽

な
ど
、
と
て
も
良
い
設
備
で
し
た
。

良
い
海
外
派
遣
に
な
る
こ
と
を
願
い
夜

の
旅
へ
。
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８
1
1
1
1
月
１
日

市
内
観
光

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対
面

　
い
よ
い
よ
目
的
地
シ
ド
ニ
ー
に
到
着
。

入
国
審
査
を
無
事
済
ま
し
、
バ
ス
に
乗
っ

て
ン
ド
ニ
ー
の
市
内
観
光
。
２
０
０
０

年
に
テ
レ
ビ
で
見
た
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
画
面
で
見
た
オ
ベ
ラ
ハ
ウ
ス

な
ど
の
観
光
名
所
へ
行
き
ま
し
た
。
み

ん
な
シ
ド
ニ
ー
の
町
を
写
真
に
納
め
て

い
ま
し
た
。

　
昼
食
を
す
ま
し
て
、
５
日
間
お
世
話

に
な
る
語
学
学
校
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
ま
し
た
。
オ
リ
子
ビ
ア
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
学
校
で
の
ル
ー
ル
や
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
終
わ
っ
て

い
よ
い
よ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対

面
、
次
々
と
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
行

く
み
ん
な
の
顔
は
緊
張
し
て
い
る
の
か

ガ
チ
ガ
チ
で
し
た
。

　
こ
の
日
の
夜
は
み
ん
な
ど
う
過
ご
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

８
月
２
日

語
学
学
校
に
て
研
修

モ
ノ
レ
ー
ル
に
て

　
　
　
シ
ド
ニ
ー
水
族
館
へ

　
学
校
で
は
各
団
員
が
吐
く
息
が
白
く

み
ら
れ
て
、
さ
す
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

だ
な
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
さ
て
、
今
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ま

ず
、
語
学
学
校
に
て
研
修
と
い
う
こ
と

で
始
ま
り
ま
し
た
。
学
校
ま
で
の
道
が

不
慣
れ
で
遅
刻
す
る
生
徒
も
何
組
か
い

ま
し
た
が
、
無
事
に
研
修
が
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
の
ほ
う
は
緊
張
し
た
よ
う

に
も
思
え
ま
し
た
が
、
時
間
が
た
つ
に

つ
れ
て
、
発
言
が
多
く
な
り
、
緊
張
が

な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
が
終
わ
り
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ

て
水
族
館
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

日
本
に
は
い
な
い
カ
モ
ノ
ハ
シ
が
い
て
、

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に

も
、
鮫
や
海
亀
な
ど
が
沢
山
い
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
見
学
を
終
え
て
、
次
に
郵
便
局
に
行

き
ま
し
た
。
切
手
と
は
が
き
を
買
い
、

語
学
学
校
仁
戻
り
解
散
し
ま
し
た
。

　
８
月
３
日

　
現
地
中
学
生
と
文
化
交
流

　
語
学
学
校
を
終
え
て
か
ら
バ
ス
で
文

化
交
流
校
に
行
き
ま
し
た
。
着
い
て
ま

ず
、
交
流
校
の
生
徒
に
音
楽
室
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
案
内
さ
れ
、
そ
こ
で
、

「
も
み
じ
」
と
「
ウ
ォ
ル
シ
ン
グ
マ
チ

ル
ダ
」
を
歌
い
ま
し
た
。
す
る
と
み
ん

な
す
ご
い
拍
手
を
く
れ
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
次
に
、
一
人
の
女
の

子
が
で
て
き
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
歌
を

歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す
ご
く
キ
レ
イ

な
声
で
、
ま
る
で
プ
ロ
の
歌
を
聞
い
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
あ
い
さ
つ
が
終
わ

り
、
み
ん
な
で
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て

と
て
も
仲
良
く
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ク
ラ

ス
を
見
学
に
い
き
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
や

ア
ー
ト
、
演
劇
な
ど
の
ク
ラ
ス
を
回
り

ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
自
分
の
個
性

を
生
か
し
て
い
る
人
た
ち
ば
か
り
で
、

と
て
も
す
ば
ら
し
く
う
ら
や
ま
し
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ど
の
学
校
も
上
級
生
と
下
級
生
の
上
下

関
係
が
と
て
も
よ
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
や
は
り
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
日
本

と
全
く
違
う
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
８
月
４
日

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
見
学

　
コ
ア
ラ
園
で
動
物
と
ふ
れ
あ
う

　
今
日
は
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
と
コ
ア
ラ
圖
に

い
き
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク

は
、
立
派
な
建
物
が
多
く
、
会
場
内
も

た
く
さ
ん
の
人
々
が
入
れ
る
観
客
席
や
、

他
の
競
技
が
見
ら
れ
る
大
き
な
テ
レ
ビ

画
面
も
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
、
こ
こ
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
と
て
も
緊
張
し

た
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
コ
ア
ラ
園
の
方
は
、
コ

ア
ラ
以
外
に
も
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
タ
ス

マ
ニ
ア
デ
ビ
ル
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
、
ペ
ン

ギ
ン
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
動
物
が
い
ま

し
た
。

　
今
度
、
も
う
一
度
行
っ
た
と
き
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
中
を
、
も
っ

と
見
て
き
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
も
入
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
【
月
５
日

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　
今
日
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
校
で
あ
る
ウ

エ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ヘ

行
き
ま
し
た
。

　
着
い
た
ら
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
た
の
は
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
後
、
折
り
紙
を
教
え
ま
し
た
。

あ
ち
ら
の
生
徒
た
ち
は
教
え
た
こ
と
を

す
ぐ
覚
え
て
、
一
通
り
説
明
し
た
だ
け

で
鶴
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
分
か
れ

て
や
り
ま
し
た
。
僕
は
サ
ッ
カ
ー
で
し

た
。
み
ん
な
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
終
わ
っ
た
ら
食
事
で
す
。
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
を
作
っ
て
く
れ
て
、
み
ん
な
運
動
で

お
腹
が
減
っ
て
い
た
せ
い
か
た
く
さ
ん

食
べ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
心
を
通
わ

せ
る
こ
と
は
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

８
月
６
日

世
界
遺
産
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン

　
海
外
派
遣
７
目
目
、
私
た
ち
は
ブ
ル
ー

マ
ウ
ン
テ
ン
に
行
っ
た
。
ブ
ル
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
ま
で
３
時
間
、
と
て
も
長
か
っ

た
。
到
着
し
て
、
ま
ず
最
初
に
、
集
合
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写
真
を
撮
っ
た
。
背
景
は
ス
リ
ー
シ
ス

タ
ー
ズ
だ
。
写
真
が
撮
り
終
わ
る
と
自

由
行
動
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
岩
々
を

背
景
に
写
真
撮
影
で
あ
る
。

　
次
に
向
か
っ
た
の
が
、
ト
ロ
ッ
コ
・

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗
り
場
で
あ
る
。
ト
ロ
ッ

コ
は
、
み
ん
な
の
期
待
は
ず
れ
の
乗
り

物
だ
っ
た
が
、
乗
っ
て
み
る
と
、
以
外

に
楽
し
か
っ
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
、

想
像
以
上
に
大
き
く
、
4
0
人
く
ら
い
乗

れ
る
も
の
だ
っ
た
。
右
側
に
乗
る
と
岩
々

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
す
ば
ら

し
い
景
色
だ
っ
た
。

　
お
昼
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
チ
キ
ン

の
料
理
を
食
べ
た
。
こ
の
料
理
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
料
理
だ
と
ガ
イ
ド
さ
ん

が
言
っ
て
い
た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
。

　
８
1
1
1
1
月
７
日

　
さ
よ
な
ら
昼
食
パ
ー
テ
ィ

　
毛
刈
り
シ
ョ
ー

　
今
日
は
さ
よ
な
ら
昼
食
パ
ー
テ
ィ
と

牧
場
に
て
毛
刈
り
シ
ョ
ー
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
が
あ
っ
た
。
朝
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
人
と
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

み
ん
な
は
ス
テ
イ
先
の
人
と
仲
良
く
や

れ
た
み
た
い
で
う
ち
解
け
あ
っ
て
い
た
。

語
学
研
修
会
で
は
、
最
後
と
い
う
こ
と

も
あ
り
み
ん
な
真
剣
に
そ
し
て
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
た
。
こ
の
語
学
研
修
会

の
お
か
げ
て
友
達
と
の
友
情
を
深
め
る

こ
と
や
外
国
語
（
英
語
）
の
知
識
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
修
会
が
終
わ

る
と
終
了
式
が
あ
り
、
一
人
づ
つ
賞
状

が
手
渡
さ
れ
た
。
み
ん
な
の
表
情
に
緊

張
と
達
成
感
が
入
り
交
じ
っ
て
い
た
。

お
昼
に
は
中
華
料
理
を
ス
テ
イ
先
の
人

と
一
緒
に
食
べ
た
。
楽
し
い
一
時
だ
っ

た
。
牧
場
に
行
く
と
パ
ン
と
紅
茶
を
食

べ
た
。
そ
の
後
に
ブ
ー
メ
ラ
ン
と
鞭
を

な
ら
し
た
。
鞭
を
鳴
ら
す
の
に
は
と
て

も
こ
つ
が
い
り
、
上
手
く
鳴
る
人
鳴
ら

な
い
人
様
々
だ
っ
た
。
そ
の
後
に
や
っ

た
、
毛
刈
り
シ
ョ
ー
で
は
、
提
橋
君
と

安
細
君
の
２
人
が
挑
戦
し
た
。
夕
食
は

と
て
も
お
い
し
く
、
そ
こ
で
踊
っ
た
ダ

ン
ス
。
こ
れ
も
と
て
も
楽
し
く
ほ
と
ん

ど
の
人
が
輪
の
中
で
踊
っ
た
。

８
日
１
８
日

帰
　
　
　
国

　
８
月
８
日
月
曜
日
。
最
後
の
シ
ド
ニ
ー

で
の
朝
食
で
し
た
。
七
時
に
は
も
う
ホ

テ
ル
を
出
発
し
ま
し
た
。
バ
ス
は
二
階

建
て
で
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
空
港

に
着
き
、
み
ん
な
で
出
国
手
続
き
を
し

た
後
少
し
空
港
で
買
い
物
が
で
き
ま
し

た
。
み
ん
な
残
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ド
ル
を
日
本
円
に
替
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
一
ド
ル
８
９
円
く
ら
い
で

円
安
だ
っ
た
の
で
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

　
飛
行
機
に
乗
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
見
下
ろ
し
て
み
る
と
、
と
て
も
き
れ

い
な
町
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
近
づ
く
と
遠
く
に
富
士
山
が
見

え
ま
し
た
。
行
き
よ
り
も
と
て
も
早
く

日
本
に
着
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

　
役
場
で
帰
国
式
を
し
、
み
ん
な
懐
か

し
き
我
が
家
に
無
事
帰
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
９
日
間
で
し
た
が
、

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
も
し

行
け
る
の
な
ら
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
行
き
た
い
で
す
。

語
学
研
修
に
同
行
し
て

団
長
補
佐
　
青
木
　
順
子

　
思
い
も
か
け
ず
、
壬
生
町
中
学
生
海

外
派
遣
団
の
補
佐
役
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
始
め
は
「
英
語
を
専

門
と
し
な
い
私
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
大
変
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
以
前

に
海
外
派
退
団
に
参
加
さ
れ
た
先
生
方

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
励
ま
し
を
受
け
、

次
第
に
前
向
き
に
自
分
か
ら
何
か
を
得

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
生
徒
と
と
も
に
私
も

積
極
的
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
こ
よ

う
と
い
う
気
持
ち
で
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
が
感
じ
た

こ
と
を
含
め
て
、
い
く
つ
か
の
こ
と
に

つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
始
め
に
感
じ
た
こ
と
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
の
「
人
間
の
大
き

さ
や
温
か
さ
」
で
す
。
そ
れ
は
き
っ
と

あ
の
雄
大
な
自
然
の
中
で
生
ま
れ
て
き

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
方
々
は
み
ん
な
と
て
も
温
か

く
生
徒
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
全
員
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

に
帰
る
の
を
楽
し
み
に
、
毎
日
元
気
に

研
修
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
語
学
研
修
に
つ
い
て
で
す
。

私
も
何
回
か
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
英
語
の
『
授
業
』
と
い

う
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く
、
本
当
に

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
を
最
優
先
に
し
た
研

修
で
し
た
。
そ
の
中
で
語
学
研
修
セ
ン

タ
ー
の
先
生
方
を
「
本
当
に
プ
ロ
だ
な
。
」

と
感
じ
た
の
は
、
す
ぐ
に
生
徒
の
名
前

を
覚
え
て
（
日
本
人
の
名
前
な
の
で
覚

え
に
く
い
と
思
う
の
で
す
が
）
必
ず
名

前
を
呼
ん
で
指
名
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

（
「
は
い
、
そ
の
隣
の
生
徒
：
」
な
ど

と
い
う
呼
び
方
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。
）

ま
た
、
生
徒
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

体
全
体
で
表
現
し
、
し
か
も
丁
寧
に
。

そ
し
て
間
違
い
を
と
が
め
る
こ
と
は
せ

ず
、
間
違
っ
た
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
り

し
た
生
徒
が
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
授

業
の
進
め
方
は
私
自
身
も
大
い
に
見
習

わ
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
訪

問
で
は
、
文
化
交
流
校
・
ス
ポ
ー
ツ
交

流
校
と
も
に
質
が
高
く
、
圧
倒
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
早
く
か

ら
子
供
の
個
性
を
生
か
し
た
教
育
、
専

門
的
な
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
子
供
た
ち
も
、
日
本
よ
り
早
く
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
お
り
、
日
本

の
同
じ
年
齢
の
子
供
だ
ち
よ
り
し
っ
か

り
し
て
お
り
大
人
に
見
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
地
の
ガ
イ
ド
の
井
上
さ
ん

が
バ
ス
の
中
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
活
習
慣
や
考
え
方
に
つ
い
て
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

本
当
に
国
が
異
な
る
と
こ
ん
な
に
も
違

う
の
か
と
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
話
を
聞
い
て
そ

れ
を
日
本
で
や
れ
る
と
も
っ
と
良
く
な

る
の
に
と
思
う
こ
と
、
見
習
い
た
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
れ
を
無
理
や
り
ま
ね
し
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
異
な
る

国
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
国
の
良
さ
を
発
見
で
き
た
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者

の
方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

如
才
知
行
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第
７
回
壬
生
町
中
学
生
海
外
派
遣
団

　
　
　
　
　
　
団
長
神
永
　
洪

壬
生
町
国
際
交
流
事
業
と
し
て
、
第
　
　
か
さ
れ
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

７
回
壬
生
町
中
学
生
海
外
派
遣
団
の
団

長
を
壬
生
町
教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱
さ

れ
、
団
長
補
佐
の
壬
生
中
学
校
青
木
順

子
先
生
と
画
技
の
生
徒
2
8
名
及
び
福
田

観
光
社
の
福
田
の
り
子
添
乗
員
（
兼
通

訳
）
、
計
3
1
名
に
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ド
ニ
ー
ヘ
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
真
夏
の
日
本
か
ら
、
真
冬
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
健
康
面
に
は
多
少
の
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
良
好
で
意
欲

的
に
活
動
し
、
初
期
の
目
的
を
果
た
し
、

そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
成
果
を
得
て
、
全
員

無
事
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。

　
結
団
式
に
お
い
て
、
団
員
の
み
な
さ

ん
に
、
「
目
、
耳
、
足
で
直
に
見
て
、

聞
い
て
、
歩
い
て
生
の
英
語
を
学
ん
で

く
る
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文

化
の
一
端
を
理
解
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
外
国
生
活
で
す
の
で
、
日
本

と
違
っ
て
と
ま
ど
う
こ
と
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
と
ま
ど
い
も
勉
強
、
何

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
ア

タ
ッ
ク
し
、
沢
山
の
体
験
を
通
し
て
す

ば
ら
し
い
思
い
出
を
持
ち
帰
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら
思
い
出
ひ
と
つ
ひ

と
つ
が
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
生
活
に
生

す
ご
と
話
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
に
あ
た
っ
て
、

昨
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
６
回
の
事
前

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
は
、
６
月
５
日
出
言
程

説
明
、
海
外
派
遣
の
心
構
え
、
旅
行
手

続
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
基
本
等
）
を

皮
切
り
に
、
日
常
英
会
話
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
へ
の
手
紙
の
書
き
方
（
英
文
）
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
練
習
、
役
割
分
担
、

福
田
観
光
社
よ
り
諸
注
意
連
絡
等
の
勉

強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月

1
9
口
㈲
に
は
、
結
団
式
を
行
い
清
水
町

長
様
は
じ
め
沢
山
の
ご
来
賓
の
方
々
よ

り
海
外
で
の
心
構
え
や
励
ま
し
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
団
員
共
々
意
を
強
く

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
事
後
研
修

で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
の
礼
状

（
英
文
）
、
報
告
書
作
成
の
た
め
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ド
ニ
ー
で
は
、
５
日
間
２
人
工
組

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
初
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
分
か
れ
て
い

く
と
き
に
は
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

と
い
う
顔
つ
き
で
し
た
が
、
早
く
も
翌
々

日
に
は
普
段
の
姿
に
戻
り
順
応
の
早
さ

に
は
感
嘆
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
一
番

心
配
し
た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か

ら
語
学
学
校
に
通
う
往
復
で
し
た
。
近

い
団
員
で
2
0
分
、
遠
い
団
員
で
は
約
１

時
間
、
そ
の
間
バ
ス
、
電
車
、
船
等
を

乗
り
継
い
で
く
る
団
員
も
い
て
、
遅
刻

も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
取
り

越
し
苦
労
に
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
つ
き
ま
し
て
も
、

毎
日
、
に
こ
や
か
に
送
迎
し
て
く
れ
た

り
、
ラ
グ
ビ
ー
の
手
ほ
ど
き
や
日
本
か

ら
竹
刀
を
持
参
し
た
団
員
が
剣
道
の
一

端
を
紹
介
し
た
り
し
て
、
親
善
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
語
学
学
校
は
、

午
前
中
の
授
業
で
し
た
が
、
壬
生
町
の

団
員
だ
け
の
Ｉ
ク
ラ
ス
Ｈ
人
の
少
人
数

学
習
で
し
た
。
日
常
生
活
に
間
し
て
の

英
会
話
中
心
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
生
の
「
語
学
研
修
」

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
訪
問
で
は
、
工
芸
美
術

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
そ
れ
ぞ
れ
小
・
中
・
高
一
貫
教
育
）

の
２
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
大
歓
待
を
受
け
、

歌
の
交
換
・
授
業
参
観
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
の
親
善
試
合
、
ま

た
、
団
員
が
講
師
に
な
っ
て
折
り
紙
を

伝
授
し
、
完
成
し
た
と
き
の
お
互
い
の

飛
び
顔
等
、
目
を
輝
か
せ
て
活
動
交
流

し
、
国
際
理
解
・
国
際
親
善
と
い
う
面

か
ら
も
十
分
そ
の
役
目
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
私
は
、
世
界
三
大
美
港
の
ひ
と
つ
と

言
わ
れ
て
い
る
、
シ
ド
ニ
ー
を
旅
行
し

て
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
も
う
Ｉ
度

行
っ
て
み
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

何
処
ま
で
も
続
く
青
い
空
、
広
大
な
大

自
然
、
黄
色
人
・
黒
人
・
白
人
と
様
々

な
人
種
が
混
作
し
、
出
会
っ
た
人
た
ち

は
常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
温
か
み
の

あ
る
人
た
ち
、
街
を
走
る
自
動
車
は
７

割
が
日
本
製
、
親
し
み
の
湧
く
シ
ド
ニ
ー
、

日
本
か
ら
９
。
０
０
０
キ
ロ
も
離
れ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
国
で
し
た
。

　
今
回
の
町
海
外
派
遣
団
が
無
事
帰
国

し
、
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
団
長
補
佐
の
青
木
順
子
先

生
は
じ
め
添
乗
員
の
福
田
の
り
子
様
、

町
教
育
委
員
会
の
お
陰
と
思
い
ま
す
。

　
事
前
研
修
で
は
、
潮
田
裕
子
先
生
は

じ
め
、
両
中
学
校
の
英
語
科
の
先
生
・

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
並
び
に
、

音
楽
科
・
国
語
科
の
先
生
に
大
変
ご
足

労
か
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
企

画
・
運
営
・
渉
外
等
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
町
当
局
並
び
に
福
田
観
光
に

対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
が

今
後
と
も
継
続
し
、
実
施
さ
れ
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
帰
国
に
際
し
ま
し
て
は
、
深
夜
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
教
育
長
様
は
じ
め
た
く

さ
ん
の
方
々
に
お
迎
え
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

哺
語
学
学
校
の
修
了
証
授
与
記
念

一

一 一 一

　 一 一

　 一 一 －　 一 一 -
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交通安全の意識を高める

第29回交通安全町民大会

廓
い
や
り
で
惑
泌
・
’
‐
″
う
／

　
　
　
　
み
ぶ
の
ｇ
一
マ
ナ
ー
／

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
９
月
９
１
］
日
か

ら
９
月
3
0
日
の
1
0
日
間
行
わ
れ
、
町
で

も
各
交
通
関
係
団
体
が
、
街
頭
広
報
な

ど
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
８
月
末
現
在
、
県
内
の
交
通
事
故
発

生
件
数
は
１
０
。
１
８
３
件
、
負
傷
者

は
圭
３
。
２
６
８
人
、
死
者
数
は
１
２
１

人
で
、
発
生
件
数
と
負
傷
者
数
は
前
年

同
時
期
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

死
者
数
に
お
い
て
は
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
壬
生
町
に
お

い
て
も
、
人
身
事
故
１
７
５
件
、
負
傷

者
２
２
７
人
、
死
者
数
５
人
と
な
っ
て

お
り
、
早
く
も
昨
年
１
年
間
の
死
者
数

と
同
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
秋
の
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
９
月
2
6
日
、
壬
生
中
央

公
民
館
に
お
い
て
、
交
通
安
全
の
意
識

を
高
め
、
交
通
事
故
の
抑
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
命

尊
重
を
理
念
と
し
て
、
交
通
事
故
『
Ｏ
』

運
動
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故

の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

よ
う
と
、
交
通
安
全
町
民
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
第
１
部
で
は
、
交
通
事
故
犠

牲
者
に
対
す
る
黙
祷
、
交
通
安
全
功
労

者
や
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の

入
賞
者
の
表
彰
、
作
文
で
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
壬
生
小
６
年
の
宮
田
玲
奈
さ

ん
と
、
壬
生
中
１
年
の
生
潭
知
実
さ
ん

の
朗
読
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
警
察
官
、

交
通
指
導
員
へ
児
童
か
ら
花
束
が
贈
ら

れ
、
最
後
に
「
大
会
言
言
」
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
壬
生
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
出
席
し

た
み
な
さ
ん
は
、
美
し
い
演
奏
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

一
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
・
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
　
称
　
賠
）

乱
功
労
表
彰

山
岸
英
夫
、
篠
原
健
次
、
半
井
宏
、
大

橋
良
平
、
手
塚
甚
作
、
高
島
勝
、
大
友

彦
ふ
、
清
水
久
夫
、
阿
久
津
キ
ミ
、
岩

崎
静
江
、
粕
尾
ミ
チ
、
大
塚
カ
ツ
江
、

小
平
房
子
、
小
平
サ
ク
子

｛
…
…
咸
ｔ
謝
状

◇
交
通
指
導
員
退
職
者

　
　
石
坂
ト
ウ
子

◇
交
通
教
育
指
導
員
退
職
者

　
　
竹
内
孝
信

◇
役
員
退
職
者

　
　
犬
山
正
夫
、
葛
原
万
紀
雄

　
　
森
田
幸
男
、
橋
本
紘
一

◇
交
通
指
導
員
（
永
年
勤
続
７
年
）

　
　
大
島
ト
ク
、
早
乙
女
幸
一

交
通
安
全
ポ
ス
タ

｜

作
文
入
選
者

（
敬
　
称
　
略
）

ポ
ス
タ
ー

☆
最
優
秀
賞

篠
崎
倍
大
。
（
稲
葉
小
１
年
）
、
篠
原
加

那
　
（
壬
生
東
小
２
年
）
、
谷
黒
杏
花

宝

生

東

小

　３

　年

Sべ

小
４
年
）
、
飯

年
）
、
田
中
李

加減

つ幸
袖口

　藤

　胡（

　桃叉

（
安
塚

菜
（
壬
生
北
小
５

壬
生
東
小
６
年
）
、

塩
沢
里
可
子
（
壬
生
中
１
年
）
、
関
口

真
美
（
壬
生
中
２
年
）
、
宮
下
諒
（
壬

生
中
３
年
）

小☆

野優

口秀

翔示賞

人
（
稲
葉
小
１
年
）
、
平
渾

加
菜
（
壬
生
北
小
１
年
）
、
山
野
上
一

諦
（
安
塚
小
２
年
）
、
粂
川
梓
（
安
塚

小
２
年
）
、
小
島
晴
夏
（
壬
生
小
３
年
）
、

斎
藤
花
香
（
安
塚
小
３
年
）
、
谷
黒
瑞

希
（
壬
生
東
小
４
年
）
、
小
野
口
志
穂

（
稲
葉
小
４
年
）
、
野
口
真
諦
（
壬
生
東

小
５
年
）
、
石
原
茉
那
（
睦
小
５
年
）
、

荒
川
直
美
（
壬
生
北
小
６
年
）
、
大
関

結
衣
　
（
壬
生
北
小
６
年
）
、
武
井
萌

（
壬
生
中
１
年
）
、
萩
原
真
依
（
壬
生
中

１
年
）
、
粂
川
あ
か
ね
（
壬
生
中
２
年
）
、

阿
久
津
千
裕
（
壬
生
中
２
年
）
、
神
米

紗
緒
里
（
壬
生
中
３
年
）
、
清
水
伶
美

（
壬
生
中
３
年
）

一
、
ご
作
文

☆
最
優
秀
賞

宮
田
玲
奈
（
壬
生
小
６
年
）
、
生
潭
知
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実
（
壬
生
中
１
年
）

☆
優
秀
賞

粂
川
恭
香
（
稲
葉
小
１
年
）
、
安
納
志

月
（
壬
生
小
２
年
）
、
鈴
木
遠
大
（
藤

井
小
２
年
）
、
伊
藤
弘
夢
（
壬
生
小
３

卓京木ｾﾞ年
示

生指

示

（
睦
小
５
年
）
、
清
水
美
咲
（
羽
生
田
小

５
年
）
、
伊
藤
栄
実
（
藤
井
小
６
年
）
、

浅
井
珠
美
（
壬
生
中
２
年
）
、
益
田
久

美
子
（
壬
生
中
３
年
）

壬生中１年　生渾知実さん壬生小６年　宮田玲奈さん稲葉小１年　篠崎佑太

壬生来小２年　篠原加那壬生東小３年　谷黒杏花

－皿………z･゛Q'j･･j･･ji

安塚小４年　加藤胡桃壬生北小５年　飯塚幸菜

事故とっ砂ろあなたの

　　　速度

壬生東小６年　田中李歩壬生中２年　関□真美

塩沢里可子壬生中１年壬生中３年　宮下　諒

轡
‥
回
高
齢
者
交
通
安
全
の
っ
ど
い

　
９
月
2
4
目
、
生
涯
学
習
館
に
お
い
て
、

壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
主
催

に
よ
る
、
第
Ｈ
回
高
齢
者
交
通
安
全
の

つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
で
は
、
壬
生
交
番
所
長
に
よ

る
講
演
が
あ
り
、
栃
木
警
察
署
管
内
、

壬
生
町
内
で
の
事
故
の
発
生
状
況
の
説

明
、
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
等
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
は

お
楽
し
み
会
が
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら

も
事
故
防
止
に
つ
い
て
考
え
る
、
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

哨
熱
心
に
講
演
を
聞
く
出
席
者
の
み
な
さ
ん

交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
町

内
閣
官
房
長
官
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達

　
９
月
９
日
、
交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
来
町
し
、
内
閣
官
房
長
官
メ
ッ

セ
九
ン
の
伝
違
式
が
、
役
場
玄
関
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
秋
の
交
通

安
全
運
動
に
先
駆
け
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
野
口
栄
子
壬
生
町
交
通
安
全
母

の
会
会
長
か
ら
清
水
町
長
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▼稲葉小学校で開催された

　　　　　　　交通安全パレード

¶－･･･wﾐ･一一．一吻
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アンケートのご意見・質問に

　　　お答え致します。　との5

　「まちづくりアンケート調査」で寄せられました「ご意見」や「ご要望」に

ついて引き続き、掲載いたします。

　なお、ご質問等は住民から出されましたままの形で「Ｑ」とし、回答は

「Ａ」とし、同じような質問につきましては、代表的なものを掲載しておりま

す。

　
御
用
水
通
り
の
管
理
に
つ
い
て

Ｑ
：
篆
用
水
通
り
が
出
来
四
季
折
々
の

花
植
物
を
楽
し
み
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
中
程
に
あ
る

「
あ
ず
ま
や
」
に
ホ
ー
ム
レ
ス
ら
し
き

人
が
住
み
私
物
化
さ
れ
ま
わ
り
の
景
観

が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
公
共
の
場
と
し

て
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
至
急
の

対
応
、
返
答
を
何
ら
か
の
方
法
で
お
願

い
し
た
い
。
歴
史
あ
る
壬
生
に
あ
こ
が

れ
住
ん
だ
一
人
と
し
て
納
得
行
か
な
い

現
状
で
あ
る
。

Ａ
：
御
用
水
通
り
に
つ
い
て
は
、
緑
道

散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
快
適
な
環
境
確
保

の
た
め
、
年
間
を
通
じ
業
者
委
託
に
よ

り
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
指

摘
の
「
あ
ず
ま
や
」
占
拠
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
再
三
の
指
導
に
よ
り
２
月
１
８

日
に
町
外
に
転
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
ひ
ば
り
ケ
丘
団
地
の
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
：
ひ
ば
り
ケ
丘
団
地
の
近
く
に
住
ん

で
い
ま
す
。
団
地
の
整
備
が
い
ま
だ
に

手
つ
か
ず
に
な
っ
て
い
ま
す
。
防
犯
上

空
き
家
が
い
つ
ま
で
も
そ
の
ま
ま
で
は

や
は
り
心
配
で
す
。
空
き
家
だ
け
で
も

ど
う
に
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
ひ
ば
り
ケ
丘
団
地
平
屋
住
宅
に
つ

き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
防
犯

上
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
入
居
し
て
い

る
住
宅
を
残
し
て
、
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
平
成
１
６
年
度
に
解
体
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
講
座
の
夜
間
開
設
に
つ
い
て

９
・
昼
間
は
仕
事
に
出
て
い
る
の
で
、

生
涯
学
習
な
ど
に
参
加
で
き
な
い
。
夜

間
の
部
が
ほ
し
い
。

９
・
各
種
講
座
の
時
間
を
１
８
時
よ
り
と

い
う
の
を
や
っ
て
ほ
し
い
。
昼
間
の
講

座
は
働
い
て
い
る
人
に
は
無
理
。

Ａ
：
全
体
的
に
は
、
昼
間
に
実
施
し
て

い
る
講
座
数
が
多
い
状
況
で
あ
り
ま
す

が
、
講
座
等
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

受
講
生
の
参
加
状
況
や
講
座
内
容
、
特

に
講
師
の
時
間
的
都
合
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
夜
の
部
に
講
座
を
開
設

し
た
り
、
夜
の
部
が
困
難
な
場
合
は
、

土
曜
日
や
日
曜
日
開
催
な
ど
で
対
応
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
時
間
に
合
っ

た
講
座
等
に
参
加
し
て
頂
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
講
座
に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に
定

員
に
達
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

広
報
み
ぶ
や
お
知
ら
せ
版
等
を
お
読
み

下
さ
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
講
座
が

あ
っ
た
ら
、
受
講
し
た
い
と
思
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民
館
や
学
習
館

に
ご
連
絡
下
さ
い
。
今
後
の
講
座
開
設

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
の
歴
史
や
文
化
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

９
・
古
墳
が
多
く
、
歴
史
あ
る
町
な
の

で
、
そ
う
い
う
点
で
も
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
よ
い
と
思
い
ま
す
（
古
墳
マ
ッ
プ
の

作
成
、
慈
覚
大
師
の
紹
介
な
ど
）
。
ま

た
、
そ
う
い
っ
た
町
の
歴
史
を
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
に
教
育
し
て
い
け
れ
ば
、

自
分
の
町
に
愛
着
が
わ
く
と
思
い
ま
す
。

良
い
町
に
し
た
い
で
す
ね
。

Ａ
：
商
工
観
光
課
並
び
に
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
、
「
史
跡
と
文
化
の
町
・
壬

生
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
に
あ
た
り
、
史
跡
マ
ッ

プ
・
歴
史
書
等
を
刊
行
し
普
及
・
啓
蒙

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
歴

史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
２
年
度
よ

り
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
郷
土
愛
を

育
か
せ
る
た
め
。
出
前
授
業
〃
を
開
始

し
、
次
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
た
ち

に
郷
土
の
歴
史
・
文
化
・
人
物
等
の
普

及
・
啓
蒙
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
公
民
館
活
用
に
つ
い
て

Ｑ
：
公
民
館
な
ど
も
活
用
し
て
ほ
し
い

（
音
楽
や
劇
）
。
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
。

Ａ
：
壬
生
町
施
設
振
興
公
社
主
催
に
よ

り
年
間
約
６
回
程
度
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
や
落
語
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
ぶ
文
化
教
室
（
講
演
会
）
や

名
画
鑑
賞
会
な
ど
の
事
業
を
開
催
し
、

公
民
館
を
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

９
・
文
化
面
（
音
楽
）
　
で
は
ま
あ
ま
あ

良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
ほ
し
い
で
す
。
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Ａ
：
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
町
の
活
性
化
を
！

Ｑ
・
・
最
近
町
中
が
日
中
で
も
大
変
寂
し

い
で
す
。
車
が
多
す
ぎ
る
の
も
原
因
と

思
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
町
内
で
お
買

い
物
を
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
主
婦

で
す
。
そ
う
し
て
ま
ち
の
活
性
化
が
う

ま
れ
、
町
民
が
住
み
良
く
な
り
、
以
前

の
よ
う
に
人
が
行
き
交
う
よ
う
に
な
れ

ば
、
今
心
配
さ
れ
て
い
る
学
童
の
誘
拐

も
防
ぐ
事
が
出
来
、
町
民
全
員
の
努
力

だ
と
考
え
ま
す
。
我
が
町
を
愛
し
ま
す
。

Ａ
：
買
回
り
品
や
食
料
品
を
中
心
に
皆

さ
ん
が
地
元
商
店
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
買
い
物
客
で
商
店
街
が
賑
わ
い
、

お
年
寄
り
や
お
子
さ
ん
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
様
な
街
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９
・
商
店
街
ば
か
り
あ
る
が
、
大
き
な

商
店
街
で
は
な
い
の
で
、
ハ
デ
さ
に
欠

け
る
。
若
者
が
少
な
く
な
る
原
因
だ
。

Ａ
：
商
工
会
・
商
店
会
と
と
も
に
調
査
研

究
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
壬
生
町
内
の
商
業
の
活
性
化
、
イ

ベ
ン
ト
だ
け
の
人
集
め
よ
り
、
商
店
の

個
性
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
男

性
だ
け
で
な
く
、
お
か
み
さ
ん
の
参
加
。

町
外
に
向
け
て
の
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
：
「
人
が
集
ま
る
場
所
に
市
が
た
つ
」

と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
イ
ベ
ン

ト
は
集
客
方
法
の
一
つ
で
あ
り
受
け
て

の
商
店
は
集
客
し
た
も
の
を
散
ら
さ
な

い
よ
う
な
工
夫
や
女
将
さ
ん
を
中
心
に

し
た
お
も
て
な
し
も
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
：
こ
ん
な
プ
ラ
ン
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
お
も
ち
や
の
駅
↓
バ
ス
↓
わ
ん
ぱ
く

公
園
↓
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
ハ
イ
キ
ン

グ
↓
し
の
の
め
公
園
（
川
遊
び
・
舟
く

だ
り
・
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
↓
市
内
・
雄

琴
神
社
）
↓
壬
生
駅

△
∵
壬
生
町
観
光
協
会
で
は
昨
年
ゆ
う

が
お
コ
ー
ス
宝
生
地
区
）
ひ
ば
り
コ
ー

ス
（
稲
葉
地
区
）
え
の
き
コ
ー
ス
（
南
犬

飼
地
区
）
の
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま
し
た
。
改
訂

版
を
作
成
す
る
と
き
に
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
お
も
ち
や
博
物
館
運
営
を
！

Ｑ
：
お
も
ち
や
博
物
館
な
ど
町
の
施
設

を
多
く
の
人
達
が
も
う
Ｉ
度
み
て
み
た

い
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
な
内

容
の
あ
る
も
の
を
検
討
し
て
欲
し
い
と

思
う
。

Ａ
：
本
年
お
も
ち
や
博
物
館
に
ジ
オ
ラ

マ
棟
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
鉄

道
模
型
を
主
に
し
た
内
容
で
、
大
人
も

子
供
も
楽
し
め
る
も
の
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
展
示
や
体
験
等
の
企
画
運

営
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
経
費
の
節
約
を
！

Ｑ
：
経
済
的
に
大
変
な
時
代
で
あ
り
、

町
と
し
て
も
税
収
減
等
で
大
変
な
ご
苦

労
を
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
状
況
を
思
い
ま
す
に
、
町
民

が
必
ず
し
も
願
っ
て
い
な
い
も
の
、
や
っ

て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い
も
の
に
、
多

額
な
費
用
を
か
け
た
部
分
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
も
ち
や
博
物

館
で
す
。
果
た
し
て
何
十
億
の
費
用
を

か
け
て
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
壬
生
町
の
舟

町
通
り
に
は
必
要
以
上
に
金
を
か
け
た

わ
り
に
は
悪
い
道
路
で
評
判
が
悪
い
の

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
町
会
議

員
の
月
収
は
県
下
一
の
多
額
で
す
。
3
0

万
も
月
収
で
す
。
民
間
は
リ
ス
ト
ラ
で

大
変
で
す
。
町
と
し
て
も
っ
と
無
駄
を

な
く
し
、
町
民
が
納
得
す
る
よ
う
運
営

す
る
よ
う
努
力
し
て
頂
き
た
い
と
思
わ

ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
町
発
展

を
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま
す
。

Ａ
：
お
も
ち
や
博
物
館
に
は
本
年
４
月

末
現
在
約
1
4
0
万
人
が
訪
れ
そ
の
２
／
３

以
上
は
他
県
他
市
町
村
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
が
壬
生
町

に
訪
れ
る
こ
と
に
よ
り
壬
生
町
の
知
名

度
や
経
済
効
果
的
に
も
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
特

産
物
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
も
強
化
し
て
町

の
活
性
化
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
活
性
化
に
つ
い
て

９
・
蘭
学
通
り
周
辺
及
び
駅
前
付
近
を

活
性
化
し
て
頂
き
た
い
。
お
も
ち
ゃ
の

町
周
辺
に
比
べ
る
と
元
気
が
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

Ａ
：
担
い
手
不
足
の
中
、
各
商
店
会
に

お
い
て
勉
強
会
な
ど
を
通
じ
横
の
連
携

の
強
化
等
各
種
取
り
組
み
を
検
討
し
な

が
ら
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

，

fE

●慟　～

弗゛統

－

今
り

問
合
せ
先

総
務
部
企
圃
財
政
諜
企
圃
調
整
係

　
　
昔
8
1
－
１
８
↓
３
・
１
８
１
パ
ｔ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

1
1
月
９
日
（
火
Ｔ
1
5
日
（
月
）

　
今
年
も
恒
例
の
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
、
Ｈ
月
９
目
（
大
）
～
1
5
日
（
月
）

の
７
目
開
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
火
災
の
起
き
や
す
い
季

節
を
迎
え
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
大
の

取
り
扱
い
に
は
、
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ー
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
－

　
　
　
　
　
３
つ
の
習
慣

　
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

　
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　
と
き
は
、
必
ず
大
を
消
す
。

　
　
　
　
　
４
つ
の
対
策

　
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火

　
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

　
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

　
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

　
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

　
を
つ
く
る
。
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ヽ 一

　　まちのわだい謙

薦　第４回はこね学生音楽祭　●

暑霊l　　　　し……T.うい……ｽ｡,｡｡･･，｡乙.y:ユ‥‥‥‾　匹･iT‾114i,iiiF,i｡il，署ｉ

安全パトロールで

　「安心・安全の街づくり」

　　　　　　　　を呼びかける

　９月17日、栃木警察署管内（１市４町）の53事業所が

加入する栃木地区職場警察連絡協議会は、栃木警察署管

内少年指導委員会（壬生地区）と合同で、「安全パトロー

ル」を実施しました。

　同協議会は、平成14年度に「職警連ボランティアバン

ク」制度を発足させ、職場における青少年の非行防止と

健全育成を図ることを目的とした活動を実施しています。

平成16年度は、毎月第３金曜日を「安全パトロール」の

日と定め実施しており、壬生町で第４回目の実施となり

ました。

　この日は、約50名の委員が午後６時に「安全パトロー

ル」提灯を手に壬生中央公民館を出発し、商店街などを

歩いて防犯を呼びかけました。

　 　 一 八
－ S －

“いざ”というときのために

　　消火技術の向上を図る

　壬生町婦人防火クラブ主催（大畑トシ会長）による第

21回壬生町婦人防火クラブ消火競技大会が、９月８目、

町総合運動場で実施されました。

　この大会は、備え付けの消火器による消火技術の向上

と消火器取扱の習熟などを目的として毎年実施されてい

ます。競技は、１チーム２名（指揮者１名、消火者１名）

で実施され、15メートル先の危険物火災の消火をタイム

と動作の合計点数で競うものです。

　成　績

１位　栗橋　和江　坂田　寿子（嘉陽会Ｂチーム）

２位　梁島　和枝　佐藤　紀子（くのいちＢチーム）

３位　大粟　トク　山田真砂子（さくらＡチーム）

４位　石井　厚子　梁島　幸子（くのいちＣチーム）

５位　大橋　和枝　川俣　勝子（嘉陽会Ａチーム）

６位　河田美智子　梁島　良枝（くのいちＡチーム）
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

栃木県青年農業者海外派遣研修に

　　　　本町から３名の研修生が参加

　明日の栃木県農業を担う青年農業者を海外に派遣する研修に

参加する、中泉の中村剛さん、国谷新田の粂川哲一さん、稲葉下

馬本の坂田美恵子さんが、出発を前にした９月21[]に来

庁しました。

　県内から21名派遣され、10月３日から12日間に亘り、オランダ・

スイス・フランスで、集約型農業実践農家や環境保全型農業実践

農家、都市農村交流実践農家、安全で良質な農産物の生産流通シ

ステムなどの視察研修をして参ります。

三生中学校吹奏楽部　5年連続東関東大会出場
　　　　　－　－　．．．－．．－　－　一一　　　　　－　　－　　－　　－　－　　．-．－－　‥　　　．

壬生中学校吹奏楽部（部員44名）が９月11日に開催された、東関東　

甲ｿﾞﾚ=ﾚ

吹奏楽コンクールで銅賞の受賞と、10月３田こ開催される東関東マー

チングコンテストに県代表として出場することになり、鯉沼香織部長、

秋田千恵・石崎菜都美両副部長、顧問の田中修教諭、鈴木善雄校長が、

９月17日、受賞と出場報告のため町長室を訪問しました。

　壬生中学校吹奏楽部は、５年連続で出場しており、今後ますますの

活躍が期待されます。

　なお、東関東マーチングコンテストでは銀賞に輝きました。

―
　
　
　
　
ｔ
ー
．
，
ー
ノ
リ
吋

‾ 曹 ‾ ” ‾ ’

ｖ
①
厚
に

安心安全な町づくりを目指して　防犯講演会
● ● . ●

Ｊ ． － ． － ． ． ． | ･ － Ｊ ． Ｉ ． ． ． ･ ． ． ．

■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜

　壬生町防犯組合連絡協議会（会長　荒川誠一）では、防犯意識を

高め、壬生町から犯罪をなくそうと、９月12目（日）に中央公民館中

ホールで、栃木警察署から、青山生活安全課長、福田壬生交番所長

を講師に招いて防犯講演会を開催しました。

　青山課長からは、栃木警察署管内の犯罪発生の説明の後、身近な

犯罪防止、オレオレ詐欺、架空請求などの話があり、福田所長から

は、壬生町の犯罪実態の説明の後、車上荒らし、自転車泥棒、空き

巣の防止について、鍵の実演を交えながら説明がありました。

　両講師とも「地域住民の目」の重要さを強調され、安全・安心の

まちづくりのよい示唆となりました。

「壬生の子どもをみんなで育てよう」事業を実施

　出会い系サイトなど携帯電話を介しての犯罪が増えている中、

携帯電話に関わる被害からの回避能力を高め、情報を取捨選択し

て正しく活用する力を身につけてもらおうと、９月17［］、南犬飼

中学校において、「壬生の子どもをみんなで育てよう」事業が、

壬生町青少年健全育成実施委員会（小室俊治委員長）主催で実施

されました。

　落語家の桂才賀さんによる「薬物の恐ろしさ」と題した講話と、

生徒、保護者、教師、栃木警察署生活安全課長が参加しての「携

帯電話の落とし穴」をテーマとしたパネルディスカッションが活

発に行われました。
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言/Lなの広場
j………j　，･･‘¶

－　　　　　　･__-　¨.-
ぷ/゛"考

｡､ilS、

稲葉　萌ちゃん（東下台）

　　（H 15. 10.15生）

●･

わ
が
寂
の

　
？
イ
ド
随

上田純菜ちゃん（上田）

　　（H15.10.3生）
　

ｇ翻‐圖鴎

　次回は12月生まれのアイドルを募集します。

（締切11月22日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

平成16年度地価調査

土地の標準価格を公表

　
栃
木
県
知
事
か
ら
９
月
2
2
日
付
け
で

平
成
1
6
年
度
地
価
調
査
基
準
地
の
標
準

価
格
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

い
て
、
県
知
事
が
７
月
１
目
を
基
準
目

と
し
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
価

格
が
民
間
の
土
地
取
引
の
目
安
と
な
り
、

公
共
事
業
の
用
地
取
得
の
基
準
に
な
り

ま
す
。

　
閲
覧
希
望
の
方
は
、
町
総
務
部
企
画

財
政
談
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
調
査
基
準
日

　
平
成
1
6
年
７
月
１
日

■
基
準
地
の
価
格

　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格

第
１
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

　
表
町
１
９
２
８
番
２

　
〈
表
町
Ｈ
－
4
6
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
。
４
０
０
円

-

第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域

　
壬
生
丁
字
六
美
１
１
７
番
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
ｌ
ｙ
ｏ
０
０
円

　
緑
町
１
丁
目
１
０
２
２
番
2
4

　
〈
緑
町
１
－
４
－
Ｈ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
５
。
８
０
０
円

第
１
種
住
居
地
域

　
至
宝
３
丁
目
4
8
番
2
5

　
〈
至
宝
３
－
４
－
６
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
。
９
０
０
円

　
中
央
町
３
２
７
番
３

　
〈
中
央
町
２
－
1
5
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
３
。
２
０
０
円

　
安
塚
宇
宿
内
１
９
２
８
番
　
外
２
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
。
５
０
０
円

近
隣
商
業
地
域

　
緑
町
２
丁
目
１
０
２
２
番
１
７
０

　
〈
緑
町
２
－
５
１
６
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
。
９
０
０
円

　
中
央
町
１
３
４
３
番
７

　
〈
中
央
町
７
－
1
8
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
２
。
０
０
０
円

市
街
化
調
整
区
域

　
羽
生
田
字
前
川
原
２
３
４
６
番
４

　
外
１
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
。
０
０
０
円

　
下
稲
葉
字
釜
ケ
渕
6
4
番
１
　
外
５
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｑ
り
ｙ
り
０
０
円
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言すﾉｰ子争争争孝ヽ1ヽjヽ孝孝一少々｀々ヽ＿

一
‐
‐
　
匈
一
年
・
・
一
千
４

.
．
ｆ
．
ノ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
・
・
一
‐
‐
‐
‐

‐
‐
‐
ｙ
奪
啄
奪
奪
啄
奪

勿

勿

勿

勿

勿

勿

勿

少

少

　第４回壬生町議会定例会最終日の９月

Ｈ目、植竹勝美氏が収入役選任の同意を

受け、９月15目、収入役に就任しました。

　植竹氏は、昭和36年から42年間役場に

奉職。その間、都市計画課長、建設課長、

建設部長、総務部長等を歴任。平成15年

４月から町施設振興公社理事長を経て就

任しました。

～ 啄

収
入
役
に
植
竹
勝
美
氏
就
任

■い多多多啄･多多多多多多多多多多多

　第34回壬生町少年剣道教室

　　青少年育成剣道錬成大会

　　　９月５日　於：壬生中学校体育館

　　　　　　　主催：壬生町少年剣道教室

う成　績

＜小学生団体＞

1位　小山警察道場（小山市）

２位　蔵の街剣志会（栃木市）

3位　富士見剣道クラブ（宇都宮市）

3位　凌雲館緑剣道場（宇都宮市）

＜中学生男子団体＞

1位　凌雲館緑剣道場（宇都宮市）

２位　蔵の街剣志会（栃木市）

3位　壬生中学校（壬生町）

3位　小山警察道場（小山市）

＜中学生女子団体〉

1位　養心館道場（南河内町）

2位　凌雲館緑剣道場（宇都宮市）

3位　片山剣友会（埼玉県）

3位　岩舟町少年剣友会（岩舟町）

21

～

橿
ｔ
’
奪
奪
勿
勿
奪
奪
勿
勿
奪
啄
勿
勿
奪
勿
勿
勿
奪
勿
勿
勿
φ
φ
福

一一一一一一/1

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

壬
生
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
９
月
1
2
日
、
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

で
第
1
4
回
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ペ
タ
ン
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

な
ど
、
Ｈ
種
目
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

約
３
百
人
の
方
々
に
体
験
し
て
い
た
だ

き
、
最
後
に
大
盛
況
の
イ
ワ
ナ
つ
か
み

で
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

県民総スポーツ推進優秀事業表彰

　　　　　　　　　　　壬生町少年剣道教室

　９月18日、宇都宮市で開催された平成16年度栃木県民スポーツ・

レクリエーションフェスティバル総合開会式において、壬生町少

年剣道教室（宇賀神隆代表）が優秀賞を受賞しました。

　表彰を受けたのは、平成15年度に同教室が主催した事業「第33

回青少年健全育成剣道錬成大会」が、地域住民の豊かなスポーツ

ライフを支援し県民総スポーツの推進に貢献したとして今回の受

賞となりました。



Jﾘお母さん(7)子育でを応爾今
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町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
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を
養

育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育
て

支
援
全
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
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　若いお母さんたちの育児支援を目的として、10月

１日、町保健福祉センター内にオープンしました。

お気軽に遊びに来てください。

奏利用できる時間

　午前９時～午後４時30分(土･日･祭日を除Ｏ

　電話での育児相談もできます。

�８２－８８２２末子育て支援センター「ひよこ」
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(○数字は寄付回数)

　　　　　　５千円

　　　　　　３千円

　　　　　　　10円

　　　　　　１万円

◆社会福祉協議会へ

小林藁様⑩

羽生田西部親睦会様⑩

寺内澄夫様③

匿名⑩

　●　●
　介国　護民
鎖パぱ

″通料保ﾂﾞ川万

言八

日－　ヽ一

11
月
の
納
税
等

22
凪100古紙配合率100%再生紙を使用しています
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